
　中山間地域等直接支払制度事業について、２期と
３期を比較して、参加集落が減少しているとのことで
あるが、その要因はなにか。

　参加集落は５年間にわたり集落協定に基づく
活動を実施しなければならず、その継続が容易
でないため参加しない。という理由がほとんど
である。

　医療費が全体的に伸びているとのことであるが、調
剤についてジェネリック医薬品に切り替えれば、伸び
を抑えることができる。国保事業の施策としてジェネ
リック医薬品を利用するための啓発活動は考えられな
いか。

　名目津温泉管理運営経費の施設修繕費(136万5千円）
について、浴室温泉水制御バルブの修繕という事で、
具体的には給水、給湯を適温に混合する為にミキシン
グバルブという制御装置を取り付けたいとの説明であ
るが、当初設計では見込めなかったのか。

　名目津温泉はバイオ燃料として木質チップを
燃料にしていることから、燃焼温度が一定では
なく給湯に温度差が生じていた。安定した一定
温度の温泉水を供給する為にミキシングバルブ
を設置したい。木質チップを燃料とする給湯設
備は、始めての試みでもあったことから、想定
するのが困難であった。
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　ジェネリック医薬品については、国・県にお
いて推進しているところであるが、当市の施策
として推進するにあたっては地元医師会との調

整をしなければならないため、今後の検討課題
としたい。

９一般質問

平　　敏　子
　

○　子宮頸がん等ワクチン摂取
　について

○　茶園地域の下水道整備につ
　いて

国の平成22年度補正予算で子宮頸

がん、ヒブ、小児用肺炎球菌のワクチ

ン接種事業に補助が決まりました。

「国の制度として実施すべき」との議

会答弁でしたので今回の予算化を

受け、本市での具体化について伺い

ます。

茶園1丁目地内は家屋が密集してい

る地域にもかかわらず下水道は未普

及です。市として緊急に整備計画を

図るべきと考えますが、今後の計画策

定のスケジュールと基本的な考え方

について伺います。

女性と子ども、市民の健康と命を守る

ことを優先し、個人負担のない全額

公費で実施することを決断。子宮頸

がんワクチンは平成23年4月時点で

中学校1年生から中学3年生、高校

1年生を対象に実施。ヒブ、小児肺炎

球菌ワクチンは乳幼児対象に実施す

る。

茶園地区は下水道の全体計画に含

まれており、管渠布設が可能な工法

や、効率的な施設管理等の技法を研

究し、次期事業認可変更時（平成25

年度～29年度）に検討。
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スカイピアあだたらの利用状況と改

修（リニューアル）について

安達ケ原公園ふるさと村の整備につ

いて

今年の4月から11月まで5万8843人の

利用で昨年同期より30％増。売り上

げ2868万1千円と約50％増であり、今

後も利用者増が見込まれる。「サウナ

風呂」の設置と休憩室等の早期改修

等計画し、利用者の要望に応えたい。

桜・松・紅葉等の樹木の景観整理や

境界樹木ネットフェンスの除去、ふる

さと村と連動する園路の整備を行う。

子ども館の利用者も多く、子どもが安

全に遊べる芝生広場、イベント開催に

配慮し、親水施設やせせらぎの安全

対策も行う。
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問 答

問 答佐 藤 　 有
[真　誠　会]

○　健康保養施設のスカイピア
　あだたらについて

○　都市公園安達ケ原公園ふる
　さと村について

[真　誠　会]

①現在までに利用状況について

②運行経費について

③今後の対応について

④福祉タクシー「ようたすカー」につい

て

①4月から11月までの8ヶ月間の合計

で、小学生の通学利用を除いて

2,475名であり、日中巡回便のみ

の利用者は1,177名です。

②運行見直し分を含めて770万円

程度となる見込みです。

③運行ルートと運行時刻の見直しを

行い、来年1月から実施の予定で

す。

④交通弱者といわれている高齢者の

皆さんにとっては、なくてはならない

交通手段です。

●１

●2

●１

問 答安 斎 政 保
[公　明　党]

○　安達地域コミュニティバス
　について

（ようたすカー）

（整備予定の安達ケ原公園）



問

問

７８ 一般質問

深 谷 勇 吉
[真　誠　会]

○　社会保険二本松病院存続に

　ついて

○　市道若宮・鉄扇町線につい

　て

①厚生労働省のアンケートに対しど

のような回答をされたのか。

②存続させるということに対し、市は

どのような回答をされたのか。

③公的存続法案の再提出と成立を

目指す為に、今後、二本松市とし

てどのような働きかけをされるのか。

①鉄扇橋を含む歩道整備について

②塩沢二丁目歩道脇の水路と歩道

間の安全対策について

①介護サービス、出産できる産婦人

科、透析センター等の継続が期待

される旨、回答した。

②国が責任をもって公的病院として

存続させるべきと回答した。

③国、県及び国会議員等に対して公

的病院の存続を更に強く要望をし

ていく。

①今後、歩行者数の調査を行い、必

要性も含めて架橋を検討する。

②安全安心を第一に掲げており、早

期に現地調査を行い対処する。

●１

●2 ●2

●１

菊人形招待事業の利用者数と利用

率は21年度、4,482人36.1%、温泉

保養健康増進事業は64.9％。

①17年現在総農家数3,905戸で、

専業農家353戸９％、兼業農家

3,522戸91％となっている。

②県とＪＡグループで無利子農家経

営安定資金の貸し付けを行う。

③本市の基幹産業であり、活性化に

向け農家所得の向上、耕作放棄

地の対策を目標に、ＪＡや農業関

係者と事業化に向け進めていく。

●１
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問 答

問 答熊 田 義 春
[市　政　会]

○　市が配布する無料券につい

　て

○　農業振興策について

一一 般般 質質 問問

市の明日を考える！

[発言順]

　12月定例会の一般質問は、12月13日から16日の４日間にわたり１６人の議員が
登壇し、活発な議論が展開されました。
　主な質問について、各議員から寄せられた原稿を掲載します。

委員会審査報告

　12月13日に付託された各議案は、12月16日～20日にかけて、各常任委員会で詳細な審査が行われ、最終日22
日の本会議で、各常任委員長から審査の経過と結果が報告されました。
　各常任委員長から報告された審査の主な状況をお知らせします。

建設水道常任委員会

長期債の借り換え・下水道施設の修繕について
　東和簡易水道事業における長期債の借り換えについ
ては、どのように計画が変わったのか。
　借換債の対象となるものについては、国の公
的資金補償金免除繰上償還制度の要綱で年利５
％以上のものと定められており、今回昭和61年
度に年利5.2％で借り入れたものの残債480万円
及び平成３年度に年利5.5％で借り入れたものの
残債8,800万円の２口の合計9,280万円を借り換
えた。従前は国の財政融資資金による起債であ
ったが、今回民間の金融機関から年利0.4％の５
年償還で借り換えた結果、元金と利子を合わせ、
約3,300万円の財政負担の軽減となったものであ
る。

　下水道施設修繕費の増については、どのような修繕
を行うのか。

　道路にあるマンホールの鉄の蓋の上を自動車
が通ると、周りのアスファルトが徐々に沈んで
くることで段差が生じ、バイクなどが通るとき
に危険な状況となることがある。その修繕とし
て、マンホールの高さを調整し、道路の路盤と
同じ高さにするものである。

答

答

文教福祉常任委員会

工事請負契約締結について
　小浜小学校校舎耐震補強建築主体工事の完了予定日
が平成23年３月22日となっているが、わずか３ヶ月で
工事が完了できるのか。
　平成22年度の事業として単年度予算で実施す
るものであり、国の交付金等も活用しているこ
とから、最初から繰越をする形式での契約はで
きない。
　工期については、業者や学校と協議したうえ
で、適正な期間を確保し、今後必要な手続きを
とっていきたい。

　工期を考慮して、早めに発注できなかったのか。

　耐震強度が緊急を要するＤランクと判明した
のが昨年度末だったため、今年度になってから
実施設計を行い、入札等の事務手続きを経て、
今回の提案に至ったものである。
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問

答

答

若宮・野辺線配水管布設替工事の説明を受ける様子

小浜小学校校舎耐震補強工事の説明を受ける様子

（二本松の菊人形）

菊人形無料招待券と温泉利用券の

利用状況について

①専業農家と兼業農家の割合につ

いて

②市独自の農業支援について

③市長が考える今後の農業支援取

り組み策について


